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村
政
の
新
た
な
方
向
性
を
確
認

村
政
の
新
た
な
方
向
性
を
確
認

　
　
　
　

——
村
長
が
所
信
を
表
明
、
６
つ
の
公
約
の
実
現
へ

村
長
が
所
信
を
表
明
、
６
つ
の
公
約
の
実
現
へ——

3 月定例会のあらまし3月定例会のあらまし3月定例会のあらまし3月定例会のあらまし

　

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
橋
本
隆
春

村
長
か
ら
就
任
後
初
と
な
る
所
信
表
明

が
行
わ
れ
、
今
後
の
村
政
運
営
の
基
本

方
針
及
び
重
点
施
策
が
示
さ
れ
、
村
政

運
営
の
方
向
性
や
課
題
認
識
を
共
有
し

ま
し
た
。

　

村
長
は
、
就
任
に
当
た
り
村
民
の
支

持
と
信
任
に
応
え
る
責
任
の
重
さ
に
触

れ
、
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
村
政
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
村
の
歴
史
や
地
域
資
源

を
踏
ま
え
、
村
民
・
企
業
・
職
員
の
意

見
を
幅
広
く
取
り
入
れ
た
村
政
運
営
を

進
め
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

所
信
で
は
、
今
後
の
村
政
運
営
の
基

本
的
な
方
向
性
と
し
て
、「
第
一
次
産

業
の
積
極
的
な
推
進
と
環
境
変
動
に

対
応
し
た
持
続
可
能
な
産
業
の
構
築
」、

「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
堅
持
」、

「
少
子
高
齢
化
を
踏
ま
え
た
医
療
・
子

育
て
・
教
育
の
充
実
」、「
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
強
い
村
の
構
築
」、「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
よ
る
村
の
活
性
化
」、「
核
融
合
発

電
の
原
型
炉
の
誘
致
」
の
６
つ
の
公
約

の
実
現
に
向
け
て
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
本
村
の
産
業
基

盤
の
強
化
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
福

祉
・
教
育
、
防
災
、
地
域
活
性
化
、
さ

ら
に
は
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
分

野
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
村

政
運
営
に
お
け
る
重
要
な
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。

所信表明を行う 橋本 隆春 村長所信表明を行う 橋本 隆春 村長

村長が掲げた６つの公約

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
施

策
に
つ
い
て
、
村
の
将
来
に
関
わ
る
重
要
な

方
向
性
が
示
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
お

り
ま
す
。

　

特
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
、

本
村
の
基
盤
に
関
わ
る
重
要
な
分
野
で
あ
り
、

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
加
え
、
新
た
に
示
さ

れ
た
核
融
合
発
電
原
型
炉
の
誘
致
に
つ
い
て

は
、
将
来
の
地
域
発
展
に
資
す
る
可
能
性
を

有
す
る
一
方
で
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
国
や
関
係
機
関
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、
必
要
な
情
報
の
把
握
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。　

　

ま
た
、
第
一
次
産
業
の
振
興
や
医
療
・
子

育
て
・
教
育
、
防
災
対
策
な
ど
、
村
民
生
活

に
直
結
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
効

性
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

丁
寧
な
審
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第一次産業の積極的な
推進と環境変動に対応した
持続可能な産業の構築

原子燃料サイクル
政策の堅持

少子高齢化を踏まえた
医療・子育て・
教育の充実

あらゆる災害に
強い村の構築

核融合発電の
原型炉の誘致

スポーツ振興による
村の活性化
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◆一般質問とは？◆一般質問とは？
議員が村政全般について、施策の状況や今後の方針などに関し、議員が村政全般について、施策の状況や今後の方針などに関し、
村長に対して提案や質問を行うものです。村長に対して提案や質問を行うものです。

村政を問う村政を問う
　『一般質問』　『一般質問』

３月定例会では、４人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
一般質問の詳細や、再質問、掲載されていないものについては、村ウェブサイトより会議録を
ご確認ください。

議員（質問順） 件　　　　　名

滝
たきぐち

口　榮
えいいち

一　議員 　除排雪体制の見直しについて

髙
た か だ

田　翔
しょう

　議員
１　「スポーツの村」としての本村のこれからの取組について

２　国道 338 号の道路の損傷と復旧について

寺
てらした

下　和
かずみつ

光　議員
１　自治体職員の兼業許可基準について

２　村内の国道及び村道の渋滞緩和について

髙
たかはし

橋　文
ふ み お

雄　議員

１　農業振興対策について

２　村主催の敬老会開催について

３　総合窓口制度の導入について

４　職員の人事異動について

一 般 質 問一 般 質 問 クローズアップクローズアップ

「村の未来が見える」「村の未来が見える」
議会の傍聴にお越しください！議会の傍聴にお越しください！

令和８年度当初予算
総額196億 3,902 万６千円を計上（前年度比4.2％減）
一般会計は、149億 8,500 万円を計上（前年度比0.3％減）

〈新規事業の一部をご紹介！〉
地方就職学生支援事業 有害鳥獣生息域等調査事業

東京圏の大学を卒業し、村内に居住し、かつ、青森県内の企
業へ就職した者に対し、交通費及び移転費を補助するもの。

（事業費 125 千円）

ドローン飛行による空撮でイノシシなどの有害鳥獣の生息域
等調査を行うもの。

（事業費 1,650 千円）

優良牛生産助成事業 狩猟免許取得事業
牛の精液及び受精卵購入費用への助成

（事業費 12,000 千円）
狩猟免許の取得者が少ないことや就労等で即時対応が難しい
ことがあるため、職員の免許取得を目指すもの。

（事業費 131 千円）

子育て短期支援事業 子育て世帯訪問支援事業
保護者の疾病や育児の疲れ、仕事等の事由によりこどもの養
育が一時的に困難となった場合等に児童養護施設等で一定期
間こども及び保護者を受け入れるもの。（事業費 488 千円）

家事や子育て等に対して不安や負担を抱える子育て家庭、妊
産婦、ヤングケアラー等がいる家庭に訪問支援員が訪問し、
家事や子育て等の支援を行うもの。（事業費 1,272 千円）

中学校部活動指導員配置事業 統合中学校整備事業
国による休日の部活動の段階的地域移行への提言及び県にお
ける公立中学校の部活動地域移行展開計画に基づき、部活動
指導員を配置するもの。（事業費 13,105 千円）

小中学校配置計画に基づき、中学校を１校に統合するための
基本設計を行うもの。

（事業費 82,665 千円）

フッ化物洗口事業 アピアランスケア用品購入費助成事業
村内小中学校を対象とした週１回のフッ素による虫歯予防を
行うもの。

（事業費 1,649 千円）

がんの治療に伴う外見の変化を補完するための医療用補整具
に要する費用の助成を行うもの。

（事業費 300 千円）

高潮ハザードマップ作成事業 千歳平橋耐震補強事業
高潮が発生した際のハザードマップを作成し、住民に配付す
ることにより、村民の生命を高潮から守るもの。

（事業費 4,312 千円）

当該橋りょうは、青森県が指定する第二次緊急輸送道路であ
り、必要な耐震性能を満たすために耐震補強工事を実施する
もの。（事業費 124,839 千円）

西部処理区下水道管調査事業 電子入札システム導入業務委託事業
西部処理区のコンクリート管きょは布設から令和８年度で
50 年目を迎えることから、管きょの状態を把握するため調
査を実施するもの。（事業費 14,245 千円）

入札・契約事務における公平性・透明性確保の一層の推進、
入札執行者及び入札参加者に係る事務負担の軽減を図るもの。

（事業費 5,544 千円）

電子契約サービス導入事業 入札参加資格申請受付システム導入事業
現在、紙媒体で行っている契約事務を電子化し、業務の効率
化を図るもの。

（事業費 99 千円）

現在、紙媒体で行っている資格申請受付・審査事務を電子化
し、申請者及び審査事務職員の事務負担の軽減を図るもの。

（事業費 121 千円）
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問
除
排
雪
予
算
の
算
定
基
準
等
に

つ
い
て
、
過
去
３
年
平
均
で
な

く
、
よ
り
長
期
間
の
デ
ー
タ
を
参
照

す
る
な
ど
現
実
的
な
積
算
根
拠
に
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
除
排
雪
経
費
の
積
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
例
年
に
見
ら
れ
な
い

降
雪
が
続
く
な
ど
、
予
想
が
難
し
い

状
況
だ
が
、
近
年
の
除
雪
稼
働
時
間

を
考
慮
し
た
予
算
編
成
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
補
正
予
算
を
編
成
し
て

対
応
す
る
。

問
一
度
の
寒
波
到
来
後
、
村
内
の

イ
ン
フ
ラ
回
復
に
ど
れ
だ
け
の

日
数
、
経
費
、
除
排
雪
車
の
稼
働
を

必
要
と
し
た
の
か
を
算
出
し
て
お
け

ば
、
今
後
の
目
安
と
な
る
デ
ー
タ
が

蓄
積
さ
れ
て
い
き
、
よ
り
現
実
的
な

予
算
編
成
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
村
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た

「
除
雪
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
て
お
り
、
導
入
以
降
の
除

排
雪
業
務
に
係
る
稼
働
時
間
等
の
実

績
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
て
予
算
編
成
を
行
う
。

問
全
世
帯
を
対
象
に
、
地
域
の
実

情
を
把
握
し
て
い
る
地
元
の
建

設
業
者
を
活
用
し
た
屋
根
の
雪
下
ろ

し
等
を
含
む
総
合
的
な
除
排
雪
体
制

へ
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答
基
本
は
「
自
助
・
共
助
」
だ
が
、

対
応
困
難
な
ケ
ー
ス
に
は
、「
公

助
・
行
政
支
援
」
を
講
じ
る
。
今
後

は
豪
雪
災
害
対
策
と
し
て
、
専
門
技

術
を
持
つ
建
設
業
者
を
迅
速
に
活
用

で
き
る
方
策
の
検
討
を
進
め
て
い

く
。

滝
た き ぐ ち

口　榮
え い い ち

一 議員

問
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢

化
・
担
い
手
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
行
政
主
導
の
若
手
育
成
講
習

会
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答
担
い
手
不
足
は
、
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

そ
の
養
成
に
つ
い
て
は
専
門
性
が
高

く
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
的

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
民
間
企
業
等
が
県
内
各
地
で
開
催

し
て
い
る
除
雪
講
習
会
等
を
周
知
し

て
き
た
。

問
豪
雪
災
害
時
に
お
い
て
、
市
町

村
の
垣
根
を
超
え
た
広
域
連
携

や
災
害
時
の
特
別
協
定
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
平
成
30
年
12
月
に
「
災
害
時
に

お
け
る
青
森
県
市
町
村
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い

る
ほ
か
、
豪
雪
災
害
時
に
は
、
除
排

雪
機
械
の
市
町
村
支
援
マ
ッ
チ
ン
グ

や
ス
ク
ラ
ム
除
雪
、
い
わ
ゆ
る
「
連

携
排
雪
」
を
、
県
窓
口
と
し
て
要
請

で
き
る
体
制
が
整
っ
て
お
り
、
非
被

災
地
か
ら
の
人
的
及
び
除
排
雪
機
械

な
ど
の
物
的
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

除排雪体制の見直しについて
例年にない豪雪や担い手不足という課題に対
し、デジタル活用や広域連携を強化し、住民の
生命と財産を守る使命を果たすべく防災力の強
化に努める　　　　　　　　　　　　―　村長

｢スポーツの村｣ としての本村
のこれからの取組について
多様なスポーツ体験を通じて村民の健康意識に
応えつつ、中長期的な『六ヶ所村スポーツ推進
計画』の策定や国の支援プログラムの活用によ
る地域経済の活性化を検討していく　―　村長

問
少
子
化
や
指
導
者
不
足
の
影
響

で
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
維
持
が

困
難
に
な
る
中
、
既
存
の
競
技
へ
の

支
援
は
維
持
し
つ
つ
、
個
人
競
技
や

少
人
数
競
技
へ
の
注
力
と
い
っ
た
新

た
な
取
組
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
今

後
の
展
望
を
問
う
。

　
答
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
機
に
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
、
地

域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
本
職
が
掲
げ
る
重

要
公
約
の
一
つ
で
あ
り
、
教
育
委
員

会
や
六
ヶ
所
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な
ど

関
係
団
体
の
様
々
な
意
見
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

髙
た か だ

田　翔
しょう

 議員

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

問
国
道
３
３
８
号
は
雪
が
解
け
る

と
穴
が
空
い
た
箇
所
等
の
道
路

の
損
傷
が
見
受
け
ら
れ
る
。
安
全
な

交
通
・
事
故
等
を
防
ぐ
た
め
に
も
早

急
な
修
繕
を
施
す
べ
き
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
国
・
県
へ
の
強
い
要

望
や
先
ん
じ
て
の
話
し
合
い
を
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
村
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

答
こ
れ
ま
で
も
要
望
し
て
き
た
県

単
独
事
業
要
望
、
担
当
課
か
ら

の
随
時
連
絡
、
さ
ら
に
は
、
道
路
異

常
の
通
報
が
で
き
る
「
国
土
交
通
省

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
ア
プ
リ
」
の
周
知
を

図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
活
動・要
望
状
況
を
踏
ま
え
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
要
望
を
行
っ

て
い
く
。

答弁に立つ 橋本 隆春 村長

国道338号の道路の損傷と
復旧について
これまでの活動・要望状況を踏まえ、様々
な機会を捉えて、道路管理者である青森県
に要望していく―　村長
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

寺
て ら し た

下　和
かずみつ

光 議員

自治体職員の兼業許可基準について
「職員の営利企業等の従事制限に関する規則」
を制定し、昨今の少子高齢化や人口減少が進展
する社会情勢を背景とした課題解決を図るとと
もに、職員の自律的なスキルアップやキャリア
形成の後押しを図っている　　　　　―　村長

髙
たかは し

橋　文
ふ み お

雄 議員

問
総
務
省
で
は
人
口
減
少

が
深
刻
化
す
る
中
、
地

域
に
貢
献
す
る
兼
業
は
積
極

的
に
促
し
、
人
手
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
、
自
治
体
職

員
の
兼
業
を
許
可
し
や
す
く

な
る
よ
う
留
意
点
を
各
自
治

体
に
通
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
本
村
の
取
組
状
況
を

伺
う
。

答
「
職
員
の
営
利
企
業
等

の
従
事
制
限
に
関
す
る

規
則
」
を
定
め
、「
定
義
の

明
確
化
」、「
自
営
の
基
準
の

具
体
化
」、「
兼
業
の
許
可
基

準
の
明
確
化
」、「
会
計
年
度

任
用
職
員
の
取
扱
い
規
定
の

追
加
」、「
消
防
団
員
と
の
兼

職
」な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
、

令
和
７
年
８
月
か
ら
運
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

村内の国道及び村道の渋滞緩和について
村内の国道をはじめとする道路整備は渋滞対策のみならず、災害時の避難
道路の確保や生活の利便性向上に向け、青森県に対し強く要望していく

―　村長

問
国
道
３
３
８
号
の
平
沼

地
区
の
拡
幅
を
地
域
の

方
々
の
御
理
解
と
御
協
力
を

得
て
行
う
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

答
こ
れ
ま
で
も
県
単
独
事

業
要
望
に
お
い
て
拡
幅

を
要
望
し
て
き
た
。
地
域
の

方
々
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
引
き
続
き
県
に
対
し
要

望
し
て
い
く
。

問
国
道
３
３
８
号
の
倉
内

地
区
か
ら
、
新
た
に
橋

り
ょ
う
を
作
り
三
沢
市
の
県

道
に
接
続
す
る
こ
と
で
利
便

性
と
渋
滞
緩
和
に
繋
が
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

答
三
沢
市
、お
い
ら
せ
町
、

東
通
村
及
び
本
村
で
構

成
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
道

国
道
３
３
８
号
整
備
促
進
期

成
会
」
に
お
い
て
、
県
に
対

し
、
高
瀬
川
架
橋
新
設
（
仮

称
）
天
ヶ
森
バ
イ
パ
ス
の
整

備
等
の
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
関
係
市
町
村
と

連
携
を
図
り
引
き
続
き
要
望

し
て
い
く
。

問
新
納
屋
地
区
か
ら
村
道

平
沼
高
瀬
川
線
と
国
道

３
３
８
号
交
差
点
手
前
に
あ

る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
よ
り
大

型
車
両
同
士
が
交
差
出
来
な

い
状
況
か
ら
、
拡
幅
す
べ
き

と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
拡
幅
又
は
そ
の
他
の
対

応
が
可
能
か
県
と
協
議

す
る
と
と
も
に
、
県
単
独
事

業
要
望
に
追
加
要
望
す
る
。

問
国
道
３
３
８
号
と
県
が

整
備
し
た
臨
港
道
路
交

差
点
付
近
に
お
い
て
、
路
上

に
雨
水
等
と
思
わ
れ
る
も
の

が
流
入
し
、
交
通
事
故
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
早

急
に
改
修
を
要
請
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
現
地
を
確
認
さ
せ
た
と

こ
ろ
、
側
溝
へ
の
土
砂

の
堆
積
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
県
に
対
し
早
期
解
消
を

求
め
た
。（
本
年
４
月
に
対

応
済
）

問
八
戸
市
及
び
三
沢
市
か

ら
本
村
ま
で
の
高
規
格

道
路
整
備
の
必
要
性
を
一
般

質
問
し
た
後
に
、
三
沢
市
に

お
い
て
も
同
様
の
必
要
性
が

報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
三
沢
市
等
と
協
議
を
し

要
望
活
動
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答
令
和
５
年
度
か
ら
上
北

圏
域
７
市
町
村
の
連
名

に
よ
り
、
最
重
点
要
望
項
目

と
し
て
、
県
に
対
し
要
望
し

て
お
り
、
引
き
続
き
県
に
対

し
強
く
要
望
し
て
い
く
。

農業振興対策について
高齢化や担い手不足等が喫緊の課題であると認
識しており、現場の声を伺いながら対応する

―　村長

問
規
模
の
小
さ
い
個
人
経

営
体
が
多
い
中
で
、
国

及
び
県
が
実
施
す
る
支
援
対

策
事
業
の
採
択
基
準
に
適
合

し
な
い
経
営
者
の
た
め
の
施

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答
既
に
行
っ
て
い
る
村
独

自
の
支
援
に
加
え
、
更

な
る
支
援
に
つ
い
て

は
、
関
係
団
体
や
農
業
者
の

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

問
農
業
者
の
経
営
を
ひ
っ

迫
さ
せ
て
い
る
一
因
は

農
機
具
等
の
高
騰
で
あ
る
た

め
、
一
般
社
団
法
人
六
ヶ
所

村
農
業
総
合
公
社
を
活
用
し

た
農
業
機
械
公
社
（
仮
称
）

を
設
立
し
農
機
具
の
貸
付
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

職員の人事異動について
本職の公約実現に最も効果的な職員
配置となるよう実施する　―　村長

答
農
業
者
か
ら
意
見
を
伺
い
、
必
要
な

農
機
具
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、

既
に
貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
る
ゆ
う
き
青

森
農
業
協
同
組
合
に
お
い
て
対
応
で
き
な

い
か
、
協
議
・
検
討
す
る
。

問
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
農
業
委
員
会

を
中
心
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

農
地
か
ら
山
林
、
原
野
等
に
地
目
変
更
さ

れ
て
い
る
事
案
が
見
受
け
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
状
態
は
農
業
所
得
の
減
少
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
植
栽
支
援
事
業
を
立
ち
上

げ
林
産
業
を
育
成
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

答
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」
に
規
定
さ
れ
る
農
用
地
区
域

で
あ
る
場
合
、
農
振
除
外
の
手
続
き
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
提
案
の
事
業
内
容

に
対
す
る
県
か
ら
の
同
意
は
難
し
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

村主催の敬老会
開催について

問
自
治
会
・
町
内
会
単
位

で
の
実
施
に
よ
り
対
応

が
分
か
れ
て
い
る
敬
老
事
業

に
つ
い
て
、
改
め
て
村
主
催

で
の
開
催
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
自
治
会
等
の
意
向
や
負

担
も
考
慮
し
、
検
討
す

る
。

問
職
員
の
在
職
期
間
は
長
期
に
及

ぶ
た
め
、
出
来
る
限
り
多
種
の

業
種
を
経
験
さ
せ
、
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
な
人
材
育
成
を
目
指
す
べ
き
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
を
も
っ

て
人
事
異
動
を
行
う
の
か
基
本
的
な

考
え
を
伺
い
た
い
。

答
令
和
８
年
４
月
１
日
付
け
人
事

異
動
の
発
令
に
当
た
っ
て
は
、

職
員
の
退
職
状
況
や
役
職
定
年
者
の

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
課

の
適
正
な
職
員
数
や
バ
ラ
ン
ス
、
職

員
の
経
験
や
勤
務
状
況
、
人
事
評
価

結
果
な
ど
を
参
考
に
し
て
行
う
。

総合窓口制度の導入について
新庁舎の建設は、行政サービスの在り
方を見直す重要な機会であると捉え、
村民の目線に立ち検討する　―　村長

問
住
民
が
窓
口
を
移
動
せ

ず
担
当
者
が
対
応
す
る

「
総
合
窓
口
」
の
設
置
を
新
庁

舎
建
設
を
見
据
え
て
、
方
策

を
打
ち
出
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
総
合
窓
口
は
、
来
庁
者

の
負
担
軽
減
等
が
期
待

で
き
る
一
方
で
専
門
的
な
相

談
対
応
や
シ
ス
テ
ム
連
携
、

職
員
配
置
の
見
直
し
な
ど
検

討
す
べ
き
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、現
庁
舎
で
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
・
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
な
が
ら
新
庁
舎
建

設
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。
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３月定例会の主な議案審議等の結果を公開！

議 案 名 議 案 概 要 賛否

六ヶ所村公共用施設維持補修基金
条例の制定について

六ヶ所村公共用施設維持補修基金を設置するため、地方自
治法第 241 条の規定に基づき、本条例の制定を提案する
もの。

原案可決

六ヶ所村再生可能エネルギー発電
事業と地域の調和に関する条例の
制定について

再生可能エネルギー発電事業と地域との調和を図るため、
本条例の制定を提案するもの。 原案可決

六ヶ所村特定乳児等通園支援事業
の運営に関する基準を定める条例
の制定について

子ども・子育て支援法の改正に伴い、特定乳児等通園支援
事業の運営に関する基準を定めるため、本条例の制定を提
案するもの。

原案可決

六ヶ所村地域情報基盤施設の設置
及び管理に関する条例の一部を改
正する条例について

施設の移転に伴い、位置を改めるため、提案するもの。 原案可決

六ヶ所村職員定数条例の一部を改
正する条例について

六ヶ所村立おぶちこども園の民営化に伴い、職員定数を改
めるほか、所要の改正を行うため、提案するもの。 原案可決

六ヶ所村職員等の旅費に関する条
例等の一部を改正する条例につい
て

職員等の旅費及び費用弁償について、旅費の種目を改め、
原則として実費による額に基づき支給することとするほ
か、所要の改正を行うため、提案するもの。

原案可決

六ヶ所村酪農振興センター条例の
一部を改正する条例について

物価高騰等に伴い、施設の使用料を改めるため、提案する
もの。 原案可決

六ヶ所村道路占用料等徴収条例の
一部を改正する条例について

道路法施行令の改正に伴い、占用料を改めるため、提案す
るもの。 原案可決

六ヶ所村放課後児童健全育成施設
条例及び六ヶ所村放課後児童健全
育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正す
る条例について

放課後教室の対象となる子に次世代エネルギー分野の研
究・開発業務に従事するため来村している外国人の研究者
の子を加えるため、提案するもの。

原案可決

六ヶ所村立認定こども園の設置及
び管理に関する条例の一部を改正
する条例について

六ヶ所村立千歳平こども園を民間へ移譲するため、提案す
るもの。 原案可決

六ヶ所村公営企業の設置等に関す
る条例の一部を改正する条例につ
いて

工業用水道事業の給水区域を改めるため、提案するもの。 原案可決

六ヶ所村水道事業給水条例及び
六ヶ所村下水道条例の一部を改正
する条例について

災害その他非常の場合における給水装置工事及び排水設備
工事について、他市町村の指定を受けた工事事業者等によ
る対応を可能とする規定を加えるため、提案するもの。

原案可決

六ヶ所村農業集落排水処理施設条
例及び六ヶ所村下水道条例の一部
を改正する条例について

六ヶ所村出戸地区農業集落排水処理施設を廃止し、六ヶ所
村中部浄化センターへ統合するため、提案するもの。 原案可決

六ヶ所村人材育成基金条例の廃止
について 六ヶ所村人材育成基金を廃止するため、提案するもの。 原案可決

第５次六ヶ所村総合振興計画基本
構想の策定について

第４次六ヶ所村総合振興計画基本構想の計画期間が到来す
ることから、令和８年度から令和 17 年度までを計画期間
とする、第５次六ヶ所村総合振興計画基本構想を策定する
ため、提案するもの。

原案可決

人権擁護委員候補者の推薦につい
て

人権擁護委員候補者として中村薫氏を法務大臣に対し推薦
したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、
議会の意見を求めるもの。

異議なし

六ヶ所村副村長の選任について
村行政の円滑な遂行のため種市誠氏を六ヶ所村副村長に選
任したいので、地方自治法第 162 条の規定により、議会
の同意を求めるもの。

同意

議 決 結 果議 決 結 果

３月定例会での各常任委員会の開催状況をお知らせいたします。

総務教育常任委員会

委 員 会 レ ポ ー ト委 員 会 レ ポ ー ト

産業福祉常任委員会

◆人材育成基金条例の廃止について◆人材育成基金条例の廃止について
　当該基金は、電気事業連合会及び日本原燃株式会社より寄附された２億円を原資に造成し、平成 22 年度から人

材育成に対する助成金事業として実施してきましたが、令和８年度以降、当該事業を継続するに当たっては、基金

が不足することから、令和７年度の事業完了をもって当該基金を廃止する旨の説明がありました。

　なお、基金の残金については、「六ヶ所村地域企業長期発展推進基金」へ繰入し、引き続き人材確保支援に関す

る事業に活用していくとのことでした。

　委員からは、「当該基金事業は活用者も多く、重要であることから、可能であれば継続を模索していただきたい」

などの意見が出されました。

◆地域情報基盤整備事業について◆地域情報基盤整備事業について
　津波浸水区域に設置されていた尾駮メインセンター及び泊・平沼サブセンターの高台移転や尾駮メインセンター

等の施設・設備の老朽化に伴う機器等の更新事業を行った旨の説明がありました。また、データ放送及びアプリケー

ションによる情報発信について、令和８年４月１日から自主放送（ロックＴＶ）及びアプリケーションにて、ごみ

カレンダーや天気予報、おくやみ情報などを発信することで、情報伝達手段のさらなる多重化、多様化が実現し、

全国どこにいても、村の情報の取得がスムーズにできるよう、広報の充実に努めていくとの説明がありました。

◆酪農振興センター運営に関する要望書について◆酪農振興センター運営に関する要望書について
　ゆうき青森農業協同組合より、円安等による配合飼料・生産資材等の高止まりや機械等の老朽化による修繕費の

増加、さらに最低賃金の引き上げによる人件費の増加により、事業収益の落ち込みなど、当センター管理運営に当

たり赤字経営が続いており、管理運営を継続していくためにも、物価高騰等に対応できる酪農振興センターの預託

に関する利用料金の改正をお願いしたい旨の要望書が提出されたとのことでした。

　協議の結果、預託利用料金の上限額を村内に住所を有する個人及び法人については、上限額の使用料を１日 500

円から 700 円へ、村外については、520 円から 720 円に見直すこととなるが、急激な増額は農家の負担増となって

しまうため、村内村外共に、利用料金を 50 円増額の 550 円とし、その後は経営状況を確認しながら必要がある場

合に限度額の範囲内で改定を検討するとのことでした。

　委員からは「現状では、村内と村外の利用者に利用料金の差がないことから、村内へは頭数に応じた補助金を支

給するなど、村民のための事業を展開すべきである」などの意見が出されました。

◆融雪剤購入に対する支援対策について◆融雪剤購入に対する支援対策について
　12 月からの積雪により、作物の春堀り等への農作業に影響が危惧されることから、村内の農業者に対し、融雪剤

10a 当たり５袋分 750 円を上限に助成を行う旨の説明がありました。

　委員からは「対象基準を全ての作物とすることを検討すべきではないか」などの意見が出されました。

◆六ヶ所村舗装維持管理計画について◆六ヶ所村舗装維持管理計画について
　本計画の策定の背景や目的、計画期間等について説明を受けました。

　また、舗装の維持に関しては、40 年間の修繕費のシミュレーションを行い、事後保全型より予防保全型が 68 億

円分のコスト縮減を図ることが可能であると試算されたことや事業実施についても、計画期間内に平準化して行う

旨の説明がありました。

◆六ヶ所村こども園民営化計画（令和８年度～令和 10年度）の概要について◆六ヶ所村こども園民営化計画（令和８年度～令和 10年度）の概要について
　少子化の進行により児童数は減少傾向にあるものの、保育施設の運営費は年々増加しており、加えて、公立保育

施設については、国庫等補助制度がなく、運営費を村が全額負担していることから、財政負担の増加が課題となっ

ており、国庫等の補助金を活用した持続可能な運営体制を確保し、保育サービスのさらなる充実を図るため、村内

保育施設の民営化に向けた方針等を定めるため、本計画を策定する旨の説明がありました。

　なお、民営化のスケジュールとして、令和９年度に千歳平こども園、令和 11 年度に南こども園及び泊こども園

を民営化に移行していくとのことでした。

◆六ヶ所村放課後教室運営業務委託について◆六ヶ所村放課後教室運営業務委託について
　現在、村放課後教室を小学校区ごとに４施設を開設しており、村の会計年度任用職員を支援員として配置してい

るが、今後は、他自治体における当該事業の運営実績を有する民間事業者に運営を委託することにより、支援を必

要とする児童に対する専門的かつきめ細やかな対応や柔軟なサービス提供を可能とし、放課後教室の運営体制の充

実及びより質の高い子育て支援の充実を目指すとのことでした。

　なお、委託事業者については、公募型プロポーザル方式とし、今後職員への説明会や選定委員会を開催し、令和

９年４月１日より運営開始するスケジュールであるとのことでした。
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令和８年第２回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）

日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ６月５日（金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託、特別委員会※

第２日目 ６月６日（土） 休 日 休 会

第３日目 ６月７日（日） 休 日 休 会

第４日目 ６月８日（月） 本会議（午前 10 時） 一般質問

第５日目 ６月９日（火） 休 　 　 会 常任委員会※

第６日目 ６月10日（水） 本会議（午前 10 時） 議案審議等

第７日目 ６月11日（木） 本会議（午前 10 時） 議案審議等、委員長報告、閉会

※　各委員会の開催時間等は、決まり次第 HP でお知らせいたします。　【議会の日程は変更されることがあります】

　議会を監視するのは『あなた』です。３月定例会の傍聴人は 39 人でした。あなたも議会を傍聴して
みませんか？傍聴は村政を知るよい機会です。
　定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
　詳しくは議会事務局７２－８１２１へおたずねください。

議会傍聴議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

種市副村長の選任に同意
　前副村長の橋本晋氏が令和８年２月28日付けで退任したことに

伴い、前総務課長の種市誠氏を新たに選任することに同意しました。

　種市氏は、平成11年に村職員として採用され、原子力対策課長

心得、総務課長を歴任したのち、本年３月末をもって村職員を辞職し、

同年４月１日付けで副村長に就任しました。任期は、令和12年３

月31日までの４年間となります。


